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令和５年度産ケイトウ出荷が終了。 

～豪雨対策が課題となった今夏～ 

 

ケイトウは京築管内の主要な品目で、令和５年度の作付面積は 137a と県内一の面積

となっています。本年は通常の７、８月出荷に加え、管内で近年見られなかった９月出

荷に取り組み、フラワーショップ、量販店、農産物直売所に色とりどりのケイトウが長

期間並びました。 

本年は、梅雨時期の三度に渡る豪雨により品質の低下が懸念され、排水対策の徹底や

農薬散布等の浸水被害からのリカバリーを巡回や講習会で呼びかけました。その結果、

収穫本数の大幅な減少を回避できました。しかし、育苗管理不足や梅雨時期の低日照に

より全体的に草丈の低下が目立ち、次年度への課題が残りました。 

普及指導センターでは、これまでの基本栽培技術に加え、近年の豪雨多発に対応した

栽培管理方法の推進に取り組んでいきます。また品種によっては収穫時期が遅れたため、

需要期に出荷可能な品種の選定等、次年度の課題解決に向けて引き続き取り組んでいき

ます。 
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排水、病害対策を徹底したほ場 排水対策を強く呼びかけた現地講習会 


